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ＣＣクラブ創立１０周年おめでとうございます 

  

港区 産業・地域振興支援部 

地域振興課長 高嶋 慶一 

  

ＣＣクラブは、大学の

第１期生の修了を機に、

学ばれた知識を活用し、

会員の地域活動を推進

し、ネットワークづくり

や資質の向上を目的に、

自主的な運営組織として

平成 19年度（2007年度）

末に創立され、このたび

10周年を迎えられました。誠におめでとうござい

ます。まさに区が「参画と協働の区政」「総合支

所中心の区政」を掲げ、区役所・支所改革を断行

した歩みとともに、参画と協働を象徴する組織と

して発展されてきました。このたび、大学の第 11

期修了生を新しい仲間として加えられました。こ

れまでに 600名もの方々が地域活動などで活躍さ

れており、地域コミュニティの活性化に欠かせな

い存在となっています。ＣＣクラブの皆様の社会

貢献や地域福祉への意欲、知的好奇心の熱量には

いつも圧倒され、敬意を表しております。区とい

たしましても、区民協働スペースのご利用など、

様々に支援させていただいております。これから

も積極的にお仲間を募って、地域課題に対する問

題意識を共有し、新たな活動、価値創造にチャレ

ンジしていただきたいと思います。港区は、大変

地域特性に富み、課題も多岐にわたっています。

地域コミュニティの中核である町会・自治会の担

い手不足も深刻です。東京 2020オリンピック・

パラリンピック競技大会も目前に迫ってまいりま

した。区は、これまで築いてきた地域の絆や、多

彩な地域資源などの強みを生かし、総合支所を中

心に、地域の課題を地域の皆で解決し、お互いに

支え合う、地域の誰もが安全に安心して暮らすこ

とができる港区ならではの活力とやさしさに満ち

た「地域共生社会」の実現に区の総力を挙げて取

り組んでおります。ＣＣクラブの皆様には、今後

とも、港区の発展と区民の安全で安心できる彩り

ある暮らしの実現に向け、区の協働のパートナー

として、ますますのご尽力をお願いいたします。 

 
 
 

「明治学院プラチナカレッジ」開講のお知らせ 

 

明治学院大学では、新たな生涯学習講座「明治学院

プラチナカレッジ」を開講いたします。 

明治学院大学の建学の精神に関わるキリスト教学

から、政治・歴史学、経営学、音楽学、心理学と幅広

いジャンルにおいて、明治学院大学の名誉教授を中心

とした講師陣が講座を提供します。また全 5シリーズ

をまとめて受講することで幅広い知識を得ることが

できます。150年以上の長い歴史と伝統を持つ明治学

院で豊かな学びの時間をお過ごしください。 

 

【開講】2018年 6月 1日（金）～12月 21日（金）

（8月～10月は休止） 

     毎週金曜日 18：30～20：30   

全 3回の連続講座 × 5 ｼﾘｰｽﾞ＝全 15回 

【会場】本学白金校舎 教室未定 

【対象】一般（どなたでも受講可。定員 100名） 

【受講料】全ｼﾘｰｽ （゙5 ｼﾘｰｽﾞ 15回）受講 15,000円 

       各ｼﾘｰｽﾞ（3回）受講        3,600円 

      ※全シリーズ受講の方を優先します 

※受講料納付は事前振込となります 

【申込み】後日、皆様にパンフレットを送付いたし

ます。詳細はそちらをご確認ください。 

 

【第 1 シリーズ】政治・歴史学 
「天皇退位前に考える、『女帝の日本史』」 

コーディネータ・講師：名誉教授 原 武史 
6 月 1 日(金),6 月 8 日(金),6 月 15 日(金) 

【第 2 シリーズ】キリスト教学 
「歴史を生きるキリスト教」 

 コーディネータ・講師：名誉教授 加山久夫 
 6 月 22 日(金),6 月 29 日(金),7 月 6 日(金) 

【第 3 シリーズ】経営学 
「ドラッカー入門」 

 コーディネータ・講師：客員教授 伊藤健二 
（ものつくり大学客員教授 井坂康志） 

 7 月 13 日(金),7 月 20 日(金),7 月 27 日(金) 
【第 4 シリーズ】音楽学 

「バッハの人生と音楽」 

コーディネータ・講師：名誉教授 樋口隆一 
11 月 9 日(金),11 月 16 日(金),11 月 30 日(金) 

【第 5 シリーズ】心理学 
「多元化社会での自分らしいポジティブな生き

方～マクロ・カウンセリング心理学のすすめ～」 

 コーディネータ・講師：名誉教授 井上孝代 
12 月 7 日(金),12 月 14 日(金),12 月 21 日(金) 

2



活動報告会は平岩力企画部会長（４期）の司会で進

められ、冒頭ＣＣクラブ斎藤正精代表が来賓の皆様へ

の謝辞と近況報告がありました。

続いて、来賓を代表して明治学院大学の永野茂洋副

学長が挨拶しました。永野副学長は直前に行われた

１１期生の箱根宿泊研修の際の話を披露し、「ＣＣ大学、

ＣＣクラブの活動の先細りを心配する声が在校生から

出たが、市民の活動ですから先細りであっても仕方が

ないし、余力があれば続ければ良い。それよりも今あ

る活動を大事にしていくことが大切！“ちょこっと”

頑張ることも大切」と述べました。

2017年度活動報告 丸山 保夫副代表（７期）

・ＣＣクラブの運営推進

総会、役員会（代表，副代表、部会長，副部会長）、

運営委員会の説明

今期の運営委員会ではグループミーティングを行い、

来年度の運営方針に反映することを検討

・年間の活動報告

ホームカミングデイ、国内福祉研修旅行、みなと

区民祭り、第 2 回港区地域福祉フォーラム、第 5 回

みなと子ども読書まつりに於けるサイエンスワーク

ショップについて画面を使い説明

地域ＣＣクラブ活動報告

司会 野村 知義地域連携部会長（８期）

発表者

芝ＣＣクラブ 新井 隆治代表 （３期）

明虹会 岡部 正実 （１０期）

高輪地区ＣＣクラブ 吉田 由紀子代表（２期）

３Ａクラブ 川村 潔副代表 （９期）

(報告内容は今号Ｐ8-9の地域ＣＣクラブ年間報告をご

覧ください) 

14時 30分からはリフレッシュ・タイムで「みんなで

歌おう！」と題して港区音楽連盟清水軍治会長はじめ

7名の方が登壇しました。「鉄道唱歌」、「手のひらを太

陽に」など 4曲を会場の皆さんと一緒に歌いました。

ＣＣクラブ斎藤正精代表が河合克義教授の経歴を紹

介しました。河合教授は 1977年に明治学院大学に奉職

し 42年間務められ、その間、副学長に就任されたほか、

学内外で活躍されました。

2月 27日（火）、2017年度ＣＣクラブ活動報告会・河合克義教授特別講座・交流会が 3号館 3201教室、パレ

ットゾーン 1階食堂で開催されました。活動報告会は 13時 30分に始まり、リフレッシュ・タイムを挟み、15時

からは河合克義教授の退任にあたり、特別講座として約 1時間の熱の入った講義がありました。参加者はＣＣク

ラブ会員 145名に加え、来賓の港区各支所協働推進課の皆さん、明治学院大学の永野副学長、加畑総合企画室社

会連携課長を始めとした皆さん、港区社会福祉協議会、港区介護予防総合センター「ラクっちゃ」の皆さんなど

合計 160名が参加しました。

終了後、会場をパレットゾーン 1階の食堂に移し交流会を開催し、約 110名が参加し、情報交換や懇親を行い

ました。また、3号館 3202教室では「ボランティア活動の紹介展示」を開催し、ＣＣクラブの活動、地域ＣＣク

ラブの活動のほかに港区社会福祉協議会、港区立介護予防総合センター「ラクっちゃ」の展示を行いました。同

時に会場では明治学院大学と関係の深い小諸市の特産品即売会が行われました。

活 動 報 告 会

河合克義教授特別講座

会場の3201教室で挨拶をする永野茂洋明治学院大学副学長

清水軍治様はじめ 7 名の方のバンド伴奏

2017 年度ＣＣクラブ活動報告会・

河合克義教授特別講座・交流会
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私は明治学院大学に奉職

し、42年になります。こ

の 3月で一応退職となりま

すが、今後も明治学院大学

学長特別補佐としてこのキ

ャンパスに席を置くと同時

に、今後もＣＣ大学，ＣＣ

クラブにも関わらせていた

だくことをお知らせし、講義に入ります。

【1】研究の基礎的見方

チャレンジコミュニティ大学を何故作ったか、また

チャレンジコミュニティ・クラブに期待するものに繋

がることですが、私が何を研究してきたか、どういう

思いで研究してきたかの基本的な考え方から始めます。

私は住民の中で最も困っている人びとの生活を見る

ことを大切してきました。住民の生活を階層に分けて

見ることが必要です。高度成長期の日本においては、

全国的に貧困はないという認識であったし、貧困問題

を研究しようという人は少なかった。私は、国民には

格差があり皆が裕福ではなく、社会の底辺で苦しんで

いる人は多く、貧困状態にある人は地域との関係も切

れていて社会的孤立があると考えていました。政府は

問題の一部分を切り取り政策としてやるだけで、これ

から漏れている課題が多く、潜在化している問題への

こだわりがありました。

【2】対象把握

地域調査を基本とし、主な調査地だけでも 20は超え

ますが、神奈川県横浜市鶴見区、東京都港区、山形県全

市町村等などでは二次調査まで行い、その中で鶴見区

調査では 1 週間日記をつけていただき、貴重な実態把

握となりました。港区での私の先行調査が港区政策創

造研究所の活動に結びついたことは、幸いなことです。

【3】貧困・孤立問題について－マスコミへの発信

今までに関係したマスコミへの発信には多くのもの

がありますが、本日は特に次の 3つを紹介します。

（1）「日本の、これから－どうすれば変えられますか？

無縁社会」2010年 10月 30日）では「無縁社会の 3つ

の解決方策」の一つとして、私は「公的ヘルパー」を提

案しました。当時「公的ヘルパー」の考えは、誰も目を

向けてくれませんでしたが､行政の責任で「公的ヘルパ

ー」を置くべきではないかと提案しました。困ってい

ても声を挙げない人､制度を利用しない人に対し､行政

がどのように把握するのかの大切さを提案しました。

（2）NHKスペシャル 老人漂流社会「“老後破産”の現

実」（2014年 9月 28日）では、北区と港区の住民に登

場してもらい現実を訴えました。

（3）NHKニュースおはよう日本“現役世代”なぜ孤立

死？（2017年 8月 20日）では、高齢者の場合、民生委

員や民間・住民の主体的な活動で見守りをしようと動

いているが、現役世代の方は、その手法と比較すると、

ほとんど手つかず状態で、現役世代が孤立している状

態を把握して、どういう手だてが必要かを考えること

が求められる、とコメントしました。

【4】総務省、内閣府との関わり

総務省関係では、「都市部における今後のコミュニテ

ィのあり方に関する研究会」の座長（2012年から 2014

年）として関わり、内閣府では、「持続可能な自治会活

動に向けた男女共同参画の推進について」（2017年 3月）

をまとめました。

【5】高齢者の孤立問題発生について

東京都は、2015年国勢調査でみると「ひとり暮らし

高齢者出現率」が全国 1 位です。大都市での孤立死の

原因には、家族、地域、そして生活基盤の変化が背景に

あります。家族関係では、例えば、「お正月の三が日ひ

とり」で過ごした人は、地方が 2割半～3割弱に比べ都

市部は 3 割強です。別居している子どもと「ほとんど

毎日」接触している率を見ても、アメリカでは 41.2％

に対し日本では 16.7％しかありません。

ひとり暮らし高齢者の出現率は､港区は 2005年で 13

位（島しょ部を除くと第 1位）、2015年で 53位ですが､

ひとり暮らし高齢者の状態は､改善されたとは言えま

せん。

潜在化している声をあげない人びとの問題に関して

は、アウトリーチの手法を使い、個人情報管理をクリ

アーすべく公的責任で、問題を全体的に見ることが大

切です。

私の研究の基礎視角とボランタリー・アクション

―チャレンジコミュニティ・クラブの活動に期待

するものー

明治学院大学教授 河合 克義氏
(チャレンジコミュニティ大学総括コーディネーター)

（要旨版）
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【6】ボランタリー・アクションの意義

私は、ウェブ（Webb）夫妻の「公私役割分担論」＝「繰

り出し梯子理論」（The Extension Ladder Theory of 

the Relation between Voluntary Philanthropy and 

State or Municipal Action,1914）を基本に考えてい

ます。

行政の活動と民間の活動の関係は、基礎部分は公的

機関が担い、繰り出す部分はボランタリー・アクショ

ンの役割としてあるが、両方を見る必要があるのです。

2014年のＣＣクラブ研修旅行で「パリ大学法学部で

日仏シンポ 2014」を行いましたが、その時に「フラン

スカトリック救済会」での聞き取り調査も行いました。

カトリック救済会の活動原理として、「積極的に地域

活動を展開するが、しかし、自分たちの活動が、もしか

したら行政がやるべき仕事ではないかということを絶

えずチェックしている」ということを言っていたこと

が印象的です。重要な視点だと思います。

【7】チャレンジコミュニティ・クラブの活動に期

待するもの

自分の活動がどういう位置にあるのか､活動対象は

何か､どういう方なのかを常に考えて欲しいと思って

います｡次のような視点を常に持って欲しいものです。

・問題、対象を全体として見ること ・公私役割分

担 ・下からの視点をもつこと（最も困っている声

なき声を絶えず聞くこと）

最後に、1995年港区社会福祉協議会で行った「港区

ひとり暮らし高齢者調査」のフリーアンサーのアンケ

ートに答えてくれた方の切実な声を紹介したいと思い

ます。「一人暮らしは，淋しい、泣きたい程に悲しい、

うつ病になった様に思う、どうすればよいでしょうか、

助けて下さいませ」という訴えがありました。

皆さん方はいろいろな活動をされていますが、港区

の見えない課題あるいは助けてと言わない方々に寄り

添って、民間活動としてさらに活動して欲しいと思い

ます。

講座終了後、2人の会員から質問があり、その後フラ

ンス研修会に同行した吉田由紀子さん（2期）から感謝

とこれからのさらなる活動への決意が話されました。

最後に，ＣＣクラブより感謝の意を込めて花束の贈

呈がありました。

交流会は 16 時 30 分から平

岩力企画部会長（４期）の司会

で始まりました。最初に、ＣＣ

クラブ及川廣子副代表（６期）

が挨拶を行い、高輪地区総合

支所協働推進課大澤鉄也課長

の音頭で乾杯がされました。

今回は地域ごとに席がセットされ、地域の情報や期

を越えた情報交換が行われ、多くの企画もあり、終始

和やかな雰囲気で 1時間 30分の会を楽しみました。

活動報告会の開催と同時に 3 号館 3202 室でＣＣク

ラブ紹介、各地域ＣＣクラブ紹介、ボランティア活動

紹介のほか、港区社会福祉協議会や港区立介護予防総

合センター「ラクっちゃ」の活動紹介展示が行われ、会

員が展示パネルを熱心に見る姿がありました。特に、

会員の個人、グループのボランティア活動の紹介には

参考になるものが多かったように思われます。

また、明治学院大学の協力により、小諸市特産品の

ジャムや野沢菜漬けなどの即売会が行われました。

大澤課長の乾杯挨拶

交 流 会

活動報告会前後に賑わった展示コーナー講座終了後に感謝の意を込め花束贈呈

多くの人が参

加した交流会

ボランティア活動の紹介展示
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企画部会の役割とは？

ＣＣクラブの目的は、会員相互の情報交換と会員の

資質の向上を図り地域コミュニティのリーダーとして

地域活性化の活動を推進することですが、その中での

企画部会の役割はクラブの目的に向けて、先ずは会員

相互の交流と絆を深め、会員一人ひとりが活動するた

めのステージとチャンスを提供することです。

2017 年度の実績？

2017年度のイベント計画は１）ホームカミングデイ

２）活動報告会 ３）講演・研修会 ４）交流会 ５）

国内・海外研修旅行会 ６）街歩きなどでしたが、海外

旅行は旅行の催行人数に足りず中止、街歩きも東京大

雪で中止となり、残念な結果でした。
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本部会が主催する地区ＣＣ会議は、港区の各地区総

合支所協働推進課の皆様、河合克義教授はじめ明治学

院大学関係者、各地域で活動する地域ＣＣクラブ（芝

ＣＣクラブ、明虹会、高輪地区ＣＣクラブ、３Ａクラ

ブ）の代表者はじめクラブの皆様、ＣＣクラブ役員で

構成されます。

本年度第 2 回目の地区ＣＣ会議において、活動情報

を共有する会議の重要性と必要性から年４回の会議開

催が提案され、規約の運営細則に記載される方針が決

まりました。

毎年会員が増加する各地域ＣＣクラブでは、それぞ

れが規約を制定して総会、定例役員会を開催、年間の

活動目標、計画を明確にして活動を進めているため、

タイムリーで多彩、ステップアップした活動が行われ

ています。

高輪地区ＣＣクラブからはじまった「コミュニティ

カフェ」は、他の地域ＣＣクラブでも開催され、横への

展開が図られています。カフェへの来場者は、会員と

ともに地域の住民の皆さんも参加しており、和やかな

雰囲気のなかで行われています。まさに地域のリーダ

ーとしてボランティア活動を実践しています。

「2017年度活動報告会・ボランティア活動の紹介展

示」においては、地域ＣＣクラブの活動をクローズア
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ランティア活動の実態を知ることができ、情報の共有
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第３回地区ＣＣ会議の様子（芝浦区民協働スペース）

（８期 野村 知義）

企画部会

2017年度部会活動報告

地域連携部会

平日の開催でしたが多くの方が集まった活動報告会
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ホームページは会員相互の情報交換の場です。会員
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ます。そのために、ＨＰ部会は、会員の投稿の促進と

魅力あるＨＰ画面づくりを重点に活動しました。
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主な活動実績は以下のとおりです。

① 運営委員会業務：発表資料の取りまとめ、議事録の

作成、会場の名札管理・受付

② 総会業務：総会資料の取りまとめ（2016年度活動実

績、2017年度活動計画、ＣＣクラブ規約改定案、役員

選任案）、総会議事録の作成、懇親会の準備と会計

③ 議事録・イベント情報などの一斉通信（郵送を含む）

④ 一斉通信用メールアドレスの収集と管理

⑤ 各種提案（ＣＣクラブ運営資金の募金、ＣＣクラブ

Tシャツの作成）

2017年度は Tシャツを作成しました。みなと区民ま

つり等一般の方が大勢いらっしゃる場でＣＣクラブ員
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会報部会

ホームページ部会

総務部会
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芝ＣＣクラブ 

アドプト活動で嬉しい話 
今回もアドプト活動（港区の花壇のお世話）の報告

を致します。昨年、２つの嬉しい事がありました。 

１つ目は８月に、毎年種から育てて２ｍ以上にもな

るひまわりの枝に、しゅんくんから写真の「きれいな

ひまわりありがとう」のカードがかけられていました。

大変感激して返信カードを枝にぶらさげました。返信

文は「いつもみてくれてありがとう。ひまわりより」

です。 

 

２つ目は港区長より５年以上のアドプト活動に対す

る表彰状（写真）をいただいたことです。 

日頃の努力が認

められたことと、み

んなで喜び合いま

した。表彰状は港勤

労福祉会館ＣＣク

ラブ作業室に飾っ

てありますので、機会が有りましたらぜひ見てくださ

い。  

（３期 新井 隆治） 

 
 

 

地域との交わりを増やした！ 

今年度は地域との交わりを増やしつつ、活動の継続

を目指して、主に次のことにチャレンジしました。 
１）毎月の“サロン麻布”の継続開催 
   おかげさまで 11月に１周年を迎えました！ 

 
 

 
 

           
 
 

      マンドリンミニコンサート（12月） 
２）地域の祭りへ参加 
   昔遊びで子どもたちや地元住民の方と楽しむ！ 

 
アークヒルズ秋祭り（９月） 

３）人形劇公演のプレゼント 
   子どもたちと大学生・高齢者交流も実現！ 

 
         麻布保育園での人形劇公演（２月） 

（６期 川上 利春） 

救急・救命講習会（7月） 

 

３Ａクラブ（赤坂・青山・麻布地域ＣＣ） 
 

2017年度地域ＣＣ年間活動報告 

 

 

講演会

11/20 芝浦区民協働スペースにおいて講師に嘉門桂

介先生を迎え講演会「老後の住まいを考える 〜プロ

が選ぶ老人ホーム〜」を実施しました。講演会には 31

名の参加があり、大変盛況でした。講演は「入居の動

機」から「入居するのにどの位のお金が必要か」まで、

後悔しない老人ホームの選び方について、プロの視点

から実践的、具体的に広範囲にわたって話を聞くこと

ができました。今後に役立ちそうで良かったという声

が寄せられました。 （８期 杉田 洋一）

べいあっぷウォーキング「歩こう港南！学ぼう東京海

洋大学」～総合支所と協働参画～

11/25 港区民参画組織「水辺のまち魅力アップ分科

会」のメンバーが中心になって企画･実施しているウォ

ーキングイベントに､明虹会のメンバーも参画した。

晴天の秋空の下、東京海洋大学のマリンサイエンス

ミュージアムで鯨ギャラリー、雲鷹丸を見学。芝浦・

港南の歴史・建物・運河・橋梁等の魅力あるポイント

の説明をしなが

ら約 2時間、

4kmのウォーキ

ングを実施。参

加 31名、世話

役 17名のうち

明虹会会員 6名が支援した。 (９期 石賀 幹春) 

芝浦アイランド児童高齢者プラザ（あいぷら）夏のイ

ベントのお手伝いと東京湾トワイライトクルーズ

7/21打ち水＆かき氷、7/27「涼をとろう」フルー

ツポンチ作り、8/3かき氷、8/22梨の皮むき＆カッ

ト：参加者（子ども達と親御さん、シニア）延べ 346

名。子どもたちの歓声に元気をもらいました。（会員

延べ 13名）

11/4参加者 16名：レストランシップ“ヴァンテア

ン号”にて竹芝桟橋を出航し、レインボーブリッジ、

お台場、大井ふ頭、羽田空港沖といった東京湾の見ど

ころスポットを巡りながら、約 2 時間の食事つきの

優雅なクルーズを楽しみました。3月にはベイエリア

365DAYSにて運河クルーズガイドや新区民との懇談会

に参画します。  (１０期 岡部 正実) 

継続のなかの新しい活動！

高輪地区ＣＣクラブは発足して 5 年目になりました

が、毎月の主な活動は 5 年目を迎えたコミュニティ・

カフェ高輪（毎月第 2・４金曜日 13：30～16：00）と

ＨＵＧ高輪（毎月第 3火曜日 13：30～16：00）でのミ

ニ講演会と集いです。

コミュニティ・カフェ高輪は高輪地区総合支所、高

輪区民センターと高輪地区ＣＣクラブの協働で運営し

ておりますが、毎年新たな発展があります。区民セン

ターでのカフェには憩いの場を求める地域の高齢者の

方がいます。また、支所、図書館や展示ギャラリーに来

た方が寄っていく姿も見られます。会員は一人一人に

丁寧に対応し、お話し相手を努めています。

このような運営のノウハウを生かし今年度の第 2 回

港区地域福祉フォーラム（港区社会福祉協議会主催）

では３Ａクラブのサロン麻布、芝浦二丁目サロンと共

同でカフェを運営致しました。３団体の約 20名が対応

し、約 420 名の来場者、展示関係者に飲み物の提供を

し、情報交換や休憩の場所となりました。

ＨＵＧ高輪では毎回多士済々の方々のミニ講演会の

他に、今年度も 12月のクリスマス会ではゆらりん保

育園へ皆さんが折った独楽のプレゼントを持って訪問

しました。その他の活動としては春の高松桜まつりへ

の参加や今年 3月には高輪地域写真展に共催団体とし

て運営に参加をしました。会員だけの活動としては 6

月に総会と 8月に納涼会を行い、両方共に昨年以上の

参加者が集まり有意義な時間を過ごしました。

今後も活動の継続を大切にし、常に新たな出会いを

求め活動致します。 （２期 吉田 由紀子）

地域福祉フォーラム

のカフェ、来場者の

光景と朝の準備集合

明虹会(港南・芝浦・台場地域ＣＣクラブ) 高 輪 地 区 ＣＣ ク ラ ブ

（三田 4,5丁目、高輪、白金、白金台）
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明虹会(港南・芝浦・台場地域ＣＣクラブ) 高 輪 地 区 ＣＣ ク ラ ブ

（三田 4,5丁目、高輪、白金、白金台）
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総合

介護予防総合センターは、区民が健康でいつまでも

住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせること

をめざした、介護予防を専門に行う施設です。楽しく

チャレンジし、将来にわたり健康な生活がおくれるよ

う準備する場所になって欲しいという願いを込めて

「ラクっちゃ」という愛称がつけられました。

要介護状態になることを予防するためには、生活習

慣病などの様々な疾病を予防するとともに、転倒、失

禁、低栄養、生活機能低下、閉じこもり、うつ、認知機

能低下など、加齢とともに現れる生活の不具合（老年

症候群）を予防し、健康寿命を延ばす取り組みが重要

です。これらの老年症候群は元気なうちから予防に取

り組むことが重要ですが、何歳から始めても遅くはあ

りません。

また、高齢者が自ら進んで地域の活動に参加するこ

とは、自分らしい生活の維持や生きがいの創出に繋が

るだけでなく、介護予防にも役立つと考えられていま

す。「ラクっちゃ」では老年症候群の予防・改善につな

がる様々な事業だけでなく、介護予防に関する地域活

動の担い手である介護予防リーダー・サポーターを養

成するなど地域でお互いを支え合う地域社会の実現も

めざしています。その他にも、介護予防の取り組みが

区民にとってより身近なものとなるよう、港区独自の

介護予防体操（みんなといきいき体操）の普及や区民

向け介護予防講座の開催、介護予防プログラムの開発、

介護事業者を対象とした専門研修の実施など、区内全

域で様々な普及・啓発活動を行うなど、区の中核施設

として介護予防を総合的に推進しています。

介護予防リーダー・サポーター養成講座では、介護

予防に関する知識や技術を習得することに加え、地域

の課題を認識し解決する技術を身につけていきます。

チャレンジコミュニティ・クラブ会員の皆様も、ぜ

ひ介護予防に興味を持っていただきご自身の健康づく

りに取り組んでいただくとともに、地域で積極的に活

躍できるよう養成講座にご参加ください。

「介護予防」は全国民的課題として“お払いよけの

言葉”のように語られています。

「予防」せねばならないと脅迫めいたものとして、

受け止めていられる方が多いと考えられます。でも

「介護予防」として逃げ腰ではなく、実は「介護準

備」が正しい心得ではありませんか？ 現在の医学で

は 120歳が人類の上限寿命であり、100歳を超えるこ

とは不思議なことではありません。現に 2017年には

日本全国で 67,824人になります。限りある寿命でそ

れが尽きるまで、自分らしく過ごすことが幸せである

と考えませんか？ 自分の平均余命まで健康寿命が延

びれば、他の人々から介護支援を受けることが少なく

生活ができます。

介護予防総合センターの取り組み

港区立介護予防総合センター ラクっちゃ

コミュニティーワーカー 武藤 京介

港区介護予防フェスティバル実行委員長として

挨拶する牧野さん

介護予防活動は社会的ニーズも大きく、すでにＣＣクラブ会員も各地域で活躍しています。一方、まだ

まだ浸透していないことから、特集で会員の活動を紹介すると同時に、港区立介護予防総合センター ラ

クっちゃに介護予防に関する取り組みの紹介をお願いいたしました。

活動報告～介護予防活動特集～

待ったなしの介護準備へ

７期 牧野 匡道

介護予防リーダー養成講座

では先ほどの「自分らしく」とはなんでしょう？そ

れは「自己選択」と「自己決定」ができることです。そ

のために①筋肉の劣化速度を緩和する身体運動と②他

人との交流で社会性を保ち③日々の生活の糧を得る財

布勘定④何よりも自分の人生計画を持つことが肝要と

考えています。

私は介護福祉士として認知症の方の支援を通して、

認知症の皆さんとご家族には何が必要だったのか、ど

う対処すればよかったかを学習しました。この経験と

体験から人生の成熟期に入ったＣＣクラブの皆さんに、

私たちは何を志向しどう準備すべきか、ライフケアか

ら「終活」へとつないでいく啓発実践活動につないで

ゆきます。

仕事を辞めた後に生活に充実感が欲しく何かを求め

ていた頃に、港区の介護予防サポーター養成講座が目

に入り、受講を決めました。講習後芝浦アイランドの

いきいき体操に参加しました。始めは人数が少なかっ

たのですが、一年経つうちに人数が増え、単に参加す

る立場から率先して引っ張って行こうという思いが強

くなってきました。それを継続的に行っていくうちに、

イベントのある時には出来る限り参加するようになり

ました。最初は比較的軽く感じた体操も年齢とともに

楽ではなくなり、介護予防体操の必要性を強く感じて

います。

もう一つの活動としてサロン活動があります。毎月

定期的に芝浦二丁目町会の会館で、1時間 30分のサロ

ンを港区社会福祉協議会にも支援をいただき運営して

います。お茶やお菓子を支援者と一緒に準備して高齢

者を迎えますが、楽しみにされているようで、新しい

メンバーも増えています。来場者が話をすること、そ

れを丁寧に聞くことなど基本的な事ばかりですが、大

切なことと思っています。定期的に来る方が見えない

と大変気になります。

この活動も私にとっては大切な介護予防活動と思っ

ており、自分の健康管理をしっかり行い、このような

活動を継続していきたいと考えています。

私は 8年前に自分自身のために健康寿命について勉

強しようと思い立ち、先ず介護予防サポーターにな

り、さらに 3カ月全 10回の実習も含めた講座を受講

して介護予防リーダーになりました。講座の内容は東

京都老人総合研究所の講師の方による講義や自主活動

グループの見学など盛り沢山でした。講座受講後は講

義を振り返りながら指導を頂いてレポートを作成し、

更にレポートに基づき各々発表を行い、無事に修了し

てリーダーとなりました。

リーダーとしての主な活動はみなと区民まつりの介

護予防健診（2017年度は体力測定）の手伝い、各地

域のいきいきプラザと介護予防総合センター｢ラクっ

ちゃ」での介護予防体操への参加、港区介護予防フェ

スティバル運営の為の月 1回の実行委員会などです。

このフェスティバルは 2017年度で第 10回目となりま

した。

介護予防サポーター・リーダーとなったことの一番

の収穫は、住み慣れた地域で生き生きと暮らし、健康

で自立した老後を送るには自分自身で考え行動してい

かなければならないと理解できたことです。介護状態

に至らないように、食事に気を付け、「ラクっちゃ」

やいきいきプラザでマシーントレーニングを頑張るよ

うになりました。自分自身が健康で元気ならば、社会

や地域に貢献するボランティア活動に力も注げて、そ

れが私自身の励み、生き甲斐となっています。

教わる側から介護予防リーダー活動へ

７期 管 美知子

介護予防リーダーになって得たもの

８期 水野 禮子

港区地域福祉フォーラムで介護予防体操を

披露（写真の左が管さん）

介護予防フェスティバルで活動する水野さん
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（７期　太田則義）

今年度第3号の37号では、2月27日の活動報告会・河合克義教授特別講座、各部会
の年間報告、地域ＣＣクラブの活動報告そしてＣＣクラブ会員の活動報告として
「介護予防活動」を掲載いたしました。介護予防活動は今回寄稿くださった3名
の方以外にも多くの方が活動しています。皆様もチャンスを見つけて参加してみ
てはいかがですか。
「表彰ご案内」については、会員の皆さんの地道に積み重ねられた活動が「表
彰」という形で評価されましたので掲載いたしました。　

会報部会
部　会　長　太田　則義（７期）
部　　員　大竹　　裕（５期）
部　　員　忍足　惠一（６期）
部　　員　吉村　秀子（７期）
部　　員　榎本　和夫（７期）
部　　員　山田　紀子（８期）
部　　員　今井　美智（10期）
協力部員　瀬能　正実（10期）

表紙写真協力／平尾恭一様（９期）

運営委員会報告
　半期が過ぎて委員会を振り返ってみると「各委員がクラブ運営へ参画しているという役割感が
乏しい」「発言機会が少なく発言なしで終わる委員も多い」「委員同志で討議を重ねるなどが少な
い」などの意見があったため、部会や地域の報告は事前資料として配布し各委員の発言に時間を
多くとるようにしました。11月には「CCクラブはなにを活動すべきか」の原点に戻り５人１組の
グループにわかれてテーブル会議を行いました。グループ討議では各委員が全員発言し様々な提
案がありました。
　１月には「協働以外の独自活動も行う」「楽しいサロン活動や研修の充実」「子供も入れた多世
代の地域活動」の３つのテーマを選び２回目のグループ討議を行いました。
　この結果はいったん第９回運営委員会グループ討議サマリーとしてまとめ、今後いかに具体化
し実行できる体制を構築していくかを検討中です。来期の活動計画に可能な限り反映できるよう
継続の課題として取り上げていきます。� （代表　斎藤正精）

表彰ご案内
�・�10月25日の港区地域福祉フォーラムにおいて、３ＭＣグルー
プ牧野勝代さんが代表して今年度から設立された港区社会福
祉協議会「地域福祉功労賞」を受賞しました。当グループは
２期３グループのメンバーで構成され、今回「かんがり」（港
区内75歳以上の一人暮らし高齢者に年賀状や暑中見舞いを送
る活動）の宛名書き活動を長年行っていることに対し、表彰
されました（写真は12月に宛名書きに来た３ＭＣの皆さんで、
中央の牧野勝代さんを囲んで）。
�・�芝ＣＣクラブが長年のアドプト活動に対し港区景観表彰景観街づくり賞特別賞を受賞されまし
た。詳細はＰ８の芝ＣＣクラブ年間報告をご覧ください。

■運営委員会報告�

■活動計画�

2018年度ＣＣクラブ　第3回定期総会　ホームカミングデイ　交流会（予定）
　2018年６月中旬に予定をしていますが、日程が確定次第ご案内いたしますので、同梱資料も
しくは今後の運営委員会報告をご覧ください。


